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研究成果の概要（和文）：研究の成果の一部は以下の形式で一般に公開した。１）論文・図書 

論文「『ファンダメンタリスティック』という選択」のなかで、カトリック・ファンダメンタリ

ズムに関する３年間の文献研究とマルタの宗教集団に関する現地調査で得られた知見を示した。

２）シンポジウム 2010 年３月に国際シンポジウム「トランスナショナル時代における地中

海と『境界』：人類学の視点から」を開催し、トランスナショナルな移動を生きるわれわれと宗

教の関係を５人のパネリストとともに論じた。 
 
研究成果の概要（英文）：The results of this study were opened to the public as follows. 
1)Books and Papers  I have shown my idea and insights especially in the paper “The 
Choice to be ‘Fundamentalistic’” based on my fieldworks in Malta and research of 
literatures. 2) Symposium  I hosted the Symposium “Blurring Boundaries: Towards the 
Anthropology of Translocalities in and beyond the Mediterranean” and discussed the 
meaning of religion in transnational settings. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2009 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2010 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 3,100,000 930,000 4,030,000 

 
 
研究分野：人文学  
科研費の分科・細目：文化人類学・文化人類学・民俗学 
キーワード：エヴァンジェリカル、ファンダメンタリズム、ボーン・アゲイン、異文化共存、

トランスローカリティ、カトリック文化研究、文化人類学 
 
１．研究開始当初の背景 
 宗教間の摩擦・衝突が顕在化する今日にお
いて、ファンダメンタリズムと呼ばれる宗教
現象の動向及びその内実を把握することは
重要な課題となっている。しかし、イスラー
ムやプロテスタントを対象にした研究に比

して、カトリック世界に広がる「ファンダメ
ンタリズム」を対象にした研究は極めて少な
く、その動向や実態は未だほとんど解明され
ていない。このため、カトリック諸国にエヴ
ァンジェリカル等プロテスタント系の「ファ
ンダメンタリズム」が広がっていることも、



それとは区別された「カトリック・ファンダ
メンタリズム」なる言葉が存在することもほ
とんど知られていない。ファンダメンタリズ
ム研究では、誰が誰をラベリングしているか
という名付けのポリティクスが議論され、分
析概念というよりは関係概念として捉える
べきであるとの主張がしばしばなされる。し
かし、カトリックにおいては信徒間で複数の
定義が使い分けられており、またファンダメ
ンタリズムを肯定的に自ら名乗る集団もあ
り、そのような了解を超えた複雑な状況にあ
る。世界各地で広まる宗教復興やファンダメ
ンタリズムの動きを見定めるためには、カト
リック世界におけるこれらの動向を踏まえ
た論点の抽出と整理が必要であると考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第一に、カトリック世界
のなかでも特に研究蓄積の少ない南ヨーロ
ッパ地域に広がるプロテスタントとカトリ
ック双方の「ファンダメンタリズム」の動向
と内実を捉えることにある。これにより、暴
力や政治との結びつきに重点の置かれた従
来の研究に対し新たな視点を導入し、かつ、
宗教復興と呼び得る現象が各地で起きてい
るなかで、なぜ南ヨーロッパには巡礼や祝祭
など、民衆による緩やかな宗教復興の動きし
か見られないのかという、研究上の不均衡に
起因する視点を修正することを目指す。 
 第二に、カトリック教徒が他のカトリック
教徒に対して用いる「ファンダメンタリズ
ム」の語用論的特徴を明らかにし、「内なる
他者」理解の問題に分け入ることにある。多
民族共生や異文化理解の問題は今日ますま
す重要性を帯びるようになり、問題解決に向
けた研究も進められている。一方、自民族、
自文化内部の対立については十分な検討が
行われてきたといえない状況にある。本研究
では、カトリック教徒がカトリック内部の者
を他者として排除すると同時に、我々の問題
として同じ地平で「ファンダメンタリズム」
を使用する場面の状況分析を行う。そして、
さまざまな葛藤や矛盾に彼らがいかに対処
し折り合いをつけているかを明らかにする
ことを通じて、他者との共存や調和的関係性
の構築に向けた課題領域を明確にすること
を目指す。 
 
３．研究の方法 
 方法論として、フィールドワーク（現地調
査）、特に複数地域を対象にした多現場調査 
multi-sited fieldworks を用いる。エヴァン
ジェリカルやカトリック・ファンダメンタリ
ズムの集団研究であるため、各集団の本部・
支部・リトリート先、月例会等の開催地にお
いて調査を行う。ひとつのコミュニティを対
象とした全体論的アプローチに基づくコミ

ュニティ・スタディーズではなく、各市町村
に張り巡らされたソーシャル・ネットワーク
を追う。 
文献資料については、首都ヴァレッタにあ

る国会図書館のほか、ブラタルバイダの歴史
資料館やムシーダのマルタ大学図書館を活
用する。 
 
４．研究成果 
 カトリック・ファンダメンタリズムについ
ては、「『ファンダメンタリスティック』とい
う選択：カトリック世界における名付けと名
乗りと生き方のポリティクス」『シリーズ来
たるべき人類学第３巻 宗教の人類学』石
井・花渕・吉田編、春風社、pp.97-125、2010
年のなかで、マルタの宗教集団ムゼウムに関
するフィールドワークに基づき、ファンダメ
ンタリズムに関する欧米の研究の問題点を
指摘し、他者や自己に対する名付けや名乗り
の揺らぎを研究の俎上に乗せる必要性を論
じた。また、「ファンダメンタリスティック」
な生活を自らに課す人びとが頻繁に訪れる
告解室を題材に、コンタクト・ゾーン（メア
リー・プラット）の視点から論文を執筆した
（「主体化をめぐる複数の回路とトランスカ
ルチュレーション：マルタにおける告解の事
例から」2011 年）。告解と司牧者権力は、生
政治や福祉国家の文脈で言及されることが
多い。この論文では、マルタにおける告解の
フィールドワークから、信徒の罪の告白が実
際には聴罪司祭から省略を促されたり一方
的に中断させられたりしている点、司祭の側
が信徒から知り得た「秘密」の「告白｣をす
る場合がある点、司祭に「告白」を働きかけ
る欲望主体として信徒が告解というコンタ
クト・ゾーンに登場する場合がある点を明ら
かにし、従順な隷属主体以外の複数の主体形
成が告解を通じてなされていることを論じ
た。 
 「カトリック・ファンダメンタリズム」は、
カトリック教会至上主義のほか、マリア出現
地への熱心な巡礼を指すこともある〔M. W. 
Cuneo, The Smoke of Satan: Conservative and 
Traditionalist Dissent in Contemporary American 
Catholicism, JHU Press, 1999〕。「オーセンティ
シティの多様化論再考：秋田のカトリック巡
礼地『聖体奉仕会』を事例に」（2009 年）で
は、南ヨーロッパをはじめ、世界のマリア崇
敬者、特に「出現のマリア｣信仰の篤い人び
とが訪れる日本の巡礼地を取り上げた。その
なかで、オーセンティシティ論を観光研究か
ら巡礼研究にも広げる必要性を論じ、たとえ
多様なオーセンティシティが巡礼者によっ
て追求されたとしても、必ずしも意味のせめ
ぎあいや葛藤が起きるわけではないことを
示した。 
 巡礼地に関しては、「巡礼地はどこにある



か：サイバーグレース時代における聖の場所
性をめぐって」（2009 年）において、日常と
非日常を往還する行為として捉えてきた従
来の巡礼研究に対する批判的検討を行った。
というのも、ネット巡礼や聖物のネット購入
が可能になる以前から、感謝巡礼という形で
日常的に巡礼は行われており、巡礼の目的地
は必ずしも聖なる場所として客観的指標を
常に維持しているわけではないからである。
すなわち、聖の世界は日常のなかにたち現れ
ては消えていき、巡礼者の自己物語の展開に
応じて再び浮上する通過点のようなものと
して経験されている。巡礼地は時と場合に応
じて、ある個人にとって聖なる場所になった
り日常的な風景の一部になったりする。本論
文では、エクス＝ヴォト（奉納物）を捧げた
り、巡礼地の聖物を持ち帰ったり、トイレや
寝室をそれらでデコレイトし、私的な祭壇を
作ったりといった、モノを通じた日常的なや
りとりの意味も含め、聖なる場所の偏在性と
移動可能性について論じた。 
 人びとは心の安寧を求めてエヴァンジェ
リカルや「カトリック・ファンダメンタリズ
ム」の集会に向かう。『高齢者のウェルビー
イングとライフデザインの協働』（2010 年）
は、心の安寧 well-being に照準を定めて考察
した編書である。Well-being に関する研究成
果の一部は、2011 年 8 月 1日から 5日に東ア
ジア人類学会と韓国文化人類学会の共催で
行 わ れ る Material Asia: Objects, 
Technologies and Rethinking Success にお
いて発表する定である（パネルのタイトル：
Recontextualization of Technologies and 
Materials: Pursuing the Well-beings in Aging 
Societies in Japan and Korea. 藤原のタイト
ル：Religious Commodities and Narrative 
Creation: The Consumption of Removable 
Deity Heads, Card Amulets and Blessed 
Underclothes）。 
 エヴァンジェリカルについては、調査デー
タは集まったものの、その広がりの実態につ
いては未だ不明な点が残されており、今後も
引き続き調査を行っていく予定である。 
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